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『
第
一
次
国
共
合
作
の
分
裂
と

　
　
　
　
　
　
中
国
に
お
け
る
M
・
N
・
ロ
イ
の
任
務
』

本
書
は
、

一
九
二
七
年
一
月
に
成
立
し
七
月
に
崩
壊
し
た
武
漢
政
府
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
　
　
（
一
〇
九
）
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期
に
、
中
国
駐
在
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
代
表
M
・
N
・
ロ
イ
が
．
中
国
共
産
党
の
運

動
の
な
か
で
果
し
た
役
割
を
、
文
書
を
中
心
と
し
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た

試
み
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
本
書
の
構
成
は
、
約
三
分
の
二
が
、
こ
の
時
期

の
p
イ
の
見
解
を
伝
え
る
資
料
を
中
心
と
し
た
三
十
七
篇
の
文
書
か
ら
な
り
、

の
こ
り
の
約
三
分
の
一
が
、
こ
れ
ら
の
文
書
の
背
景
と
な
つ
て
い
る
コ
ミ
ン
テ

ル
ン
、
中
共
の
動
向
に
か
ん
す
る
説
明
か
ら
な
つ
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
、
本
書
の
成
立
し
た
経
緯
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
．
．
響
＜
〇
一
暮
一
8
導
q

O
3
馨
霞
肉
雲
9
暮
帥
睾
汐
O
窪
影
．
．
と
題
す
る
著
書
の
序
文
で
、
ロ
イ
が
、
一

九
二
七
年
四
月
ー
五
月
の
中
共
五
全
大
会
議
事
録
を
ふ
く
む
彼
の
中
国
滞
在
中

の
文
書
を
モ
ス
コ
ー
ヘ
も
ち
か
え
り
、
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
文
書
が
、
『
中

国
革
命
』
と
い
う
標
題
の
も
と
に
、
ロ
シ
ア
語
で
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
言
及
し

て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
が
、
今
ま
で
ロ
シ
ア
語
の
原
文
の
所

在
が
明
ら
か
で
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
近
年
、
こ
れ
ら
の
文
書
の
一
部
分
が
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
図
書
館
で
発
見
さ
れ
、
そ
の
後
、
同
様
の
も
の
が
、

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー
バ
ー
図
書
館
の
希
襯
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
に

も
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
文
書
に
は
、
中
共
五
全
大
会
の
議
事
録
な
ど
の
文
書
が
ふ
く
ま
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
ロ
イ
の
演
説
や
論
説
を
中
心
と
し
た
．
当
時

の
中
共
の
運
動
を
知
る
う
え
で
の
重
要
文
書
が
多
数
は
い
つ
て
お
り
、
こ
こ
に

ロ
シ
ア
語
か
ら
英
語
に
訳
出
さ
れ
る
に
い
た
つ
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
著
者
の
ノ
ー
ス
氏
は
、
．
、
目
箒
因
蓉
窮
冒
9
5
鮫
¢
β
創
些
o
O
窪
⇒
窪
o

O
o
筥
筥
β
三
馨
国
一
＃
霧
．
鳩
や
．
．
冒
8
8
名
即
β
q
O
露
奉
器
Q
o
ヨ
ヨ
仁
三
の
訂
．
、
の
著
書

イ
、
知
ら
れ
た
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
政
治
学
の
教
授
で
あ
り
、
ま
た
、
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
　
（
二
〇
〉

ー
ジ
ン
夫
人
は
．
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー
バ
ー
研
究
所
の
研
究
員
の
地
位

に
あ
り
、
一
九
二
〇
年
代
の
中
ソ
関
係
に
か
ん
す
る
著
書
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

つ
ぎ
に
、
本
書
に
採
録
さ
れ
て
い
る
若
干
の
文
書
を
紹
介
し
つ
つ
、
ロ
イ
が
、

一
九
二
七
年
二
月
か
ら
七
月
に
い
た
る
間
に
．
中
国
共
産
党
内
で
果
し
た
役
割

を
明
ら
か
に
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

二

　
M
・
N
・
ロ
イ
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
イ
ソ
ド
で
反
英
運
動
を
お
こ
な
つ

て
い
た
民
族
主
義
者
で
あ
つ
た
。
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
逮
捕
さ
れ
る
と
メ
キ
シ
コ
・
シ
テ
ィ
ー
ヘ
の
が
れ
、
そ
こ
で
、
後
年
マ
、
・
・
ン

テ
ル
ン
派
遣
の
中
国
国
民
党
顧
問
と
な
つ
た
ボ
ロ
デ
ィ
ン
と
知
り
あ
つ
た
の
で

あ
る
。
彼
の
影
響
に
よ
つ
て
マ
ル
ク
ス
主
義
に
改
宗
し
た
ロ
イ
は
、
再
び
彼
の

と
り
な
し
に
よ
つ
て
、
一
九
二
〇
年
七
月
に
開
催
さ
れ
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
二

回
大
会
に
出
席
し
、
レ
ー
ニ
ン
と
論
争
し
つ
つ
も
、
「
民
族
お
よ
び
植
民
地
問

題
に
か
ん
す
る
テ
ー
ゼ
」
の
作
成
に
活
躍
し
た
（
第
一
章
）
．
そ
の
後
・
イ
は
、

コ
ミ
ン
テ
ル
γ
で
、
民
族
・
植
民
地
問
題
の
専
門
家
と
し
て
活
動
し
、
一
九
二

六
年
十
一
月
ー
十
二
月
の
コ
ミ
ソ
テ
ル
ソ
中
央
執
行
委
員
会
第
七
回
プ
レ
ナ
ム

（
第
二
章
は
、
主
と
し
て
、
こ
の
会
議
に
お
け
る
、
　
ス
タ
ー
リ
ン
派
と
ト
ロ
ッ

キ
ー
派
と
の
意
見
の
対
立
の
説
明
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
）
を
経
て
、
翌
一
九
二

七
年
二
月
に
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
よ
つ
て
あ
た
え
ら
れ
た
、
中
国
に
お
け
る
国

共
関
係
調
整
の
任
務
を
も
つ
て
、
中
国
へ
や
つ
て
来
た
の
で
あ
る
。

　
中
国
で
は
、
一
九
二
六
年
三
月
の
中
山
艦
事
件
以
来
反
共
化
し
つ
つ
あ
つ
た

蒋
介
石
に
対
抗
し
て
、
国
民
党
左
派
と
中
共
は
、
七
月
に
は
じ
ま
る
北
伐
に
よ



つ
て
も
た
ら
さ
れ
た
労
農
組
織
の
発
展
を
背
景
と
し
て
、
一
九
二
七
年
一
月
に

成
立
し
た
武
漢
政
府
に
結
集
し
て
い
つ
た
。
こ
の
武
漢
政
府
に
参
加
し
た
中
共

は
二
、
蒐
の
任
務
を
背
負
つ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
、
第
｝
の
任
務
は
、
武
漢
政
府
内
に
あ
つ
て
、
国
民
党
左
派
に
対
抗
し

て
、
労
農
運
動
に
対
す
る
指
導
権
を
掌
握
・
強
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
の

任
務
は
、
労
農
組
織
の
基
礎
の
う
え
に
、
武
漢
政
府
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
、
蒋
介
石
に
対
抗
す
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
時
期
の
中

共
に
と
つ
て
、
権
力
基
盤
と
し
て
の
労
農
組
織
を
い
か
に
把
握
す
る
か
が
中
心

的
課
題
て
あ
つ
た
．
ロ
イ
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
課
題
に
対
す
る
コ
、
・
・
ン
テ
ル
ン

の
見
解
を
伝
え
る
使
命
を
帯
び
て
い
た
の
で
あ
る
。
・
イ
が
中
国
に
到
着
し

た
と
ぎ
は
、
二
月
の
二
回
目
の
上
海
労
働
者
の
蜂
起
、
お
よ
び
、
翌
三
月
の

三
回
〔
の
蜂
起
が
あ
り
、
中
共
は
、
三
月
十
日
武
漢
に
召
集
さ
れ
た
国
民
党
三

中
全
会
て
、
国
民
党
左
派
と
結
び
、
国
民
革
命
軍
総
司
令
と
し
て
の
実
権
を
蒋

介
石
か
ら
奪
う
こ
と
を
要
求
し
、
ま
す
ま
す
反
蒋
気
運
を
も
り
あ
げ
る
一
方
、

四
月
五
日
の
注
精
衛
・
陳
独
秀
共
同
宣
言
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
民
党
左
派

と
の
提
携
を
強
め
て
い
つ
た
。
こ
の
よ
う
な
反
蒋
気
運
の
な
か
で
、
三
月
二
十

四
日
に
勃
発
し
た
南
京
事
件
は
、
蒋
介
石
を
窮
地
に
お
と
し
い
れ
た
．
か
く
し

て
、
中
共
と
の
分
裂
を
決
意
し
た
蒋
介
石
は
、
四
月
十
二
日
に
、
上
海
で
反
共

ク
ー
デ
タ
ー
を
断
行
し
、
十
八
日
に
、
武
漢
に
対
抗
し
て
南
京
に
政
府
を
樹
立

し
た
の
で
あ
る
（
第
三
章
）
．
戸
イ
は
、
三
月
九
日
に
、
中
共
広
東
委
員
会
の

た
め
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
書
き
、
そ
こ
で
彼
は
、
二
月
十
九
日
か
ら
二
十
四
日

に
か
げ
て
、
上
海
で
、
中
共
の
指
導
の
も
と
に
お
こ
な
わ
れ
た
ス
ト
ラ
イ
キ
に

対
し
、
上
海
間
近
に
迫
つ
て
い
た
蒋
介
石
が
援
助
を
あ
た
え
ず
、
孫
伝
芳
に
ス
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評

ト
ラ
イ
キ
鎮
圧
を
許
し
た
こ
と
を
非
難
し
た
　
（
文
書
4
）
。
　
こ
の
蒋
介
石
非
難

は
、
当
時
、
武
漢
政
府
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
て
い
た
唐
生
智
軍
の
北
伐
続
行

に
対
す
る
彼
の
反
対
と
な
つ
て
あ
ら
わ
れ
る
．
・
イ
は
、
四
月
十
三
日
－
十
五

日
の
中
共
指
導
部
に
対
す
る
演
説
の
な
か
で
、
北
伐
の
即
時
決
行
の
た
あ
に
、

農
業
革
命
の
延
期
を
主
張
す
る
ボ
・
デ
ィ
ン
や
陳
独
秀
に
反
対
し
て
、
蒋
介
石

や
北
方
軍
閥
が
反
革
命
の
側
に
立
つ
情
勢
の
な
か
で
は
、
農
業
革
命
の
遂
行
に

よ
る
革
命
根
拠
地
の
強
化
を
、
北
伐
に
優
先
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
．
と
主
張
し

た
の
で
あ
る
（
文
書
5
）
。
こ
の
ボ
ロ
デ
ィ
ソ
お
よ
び
中
共
中
央
と
、
β
イ
と

の
見
解
の
対
立
は
、
一
九
二
七
年
四
月
ー
五
月
に
武
漢
て
開
か
れ
た
中
共
五
全

大
会
で
、
さ
ら
に
体
系
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
。

　
蒋
介
石
の
攻
撃
の
激
化
、
国
民
党
左
派
の
動
揺
の
う
ち
に
む
か
え
た
中
共
五

全
大
会
の
任
務
は
、
い
か
に
し
て
労
農
組
織
の
発
展
を
国
民
党
左
派
と
の
提
携

の
強
化
に
結
び
つ
け
、
蒋
介
石
に
対
抗
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
　
一
九
二
六
年
十
一
月
－
十
二
月
の
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
中
央
執
行
委
員
会
第
七
回
プ
レ
ナ
ム
が
、
　
ス
タ
ー
リ
ン
の
指
導
の

も
と
に
テ
ー
ゼ
を
採
択
し
て
い
る
。
そ
の
趣
旨
は
、
現
段
階
の
中
国
革
命

は
、
基
本
的
に
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
で
あ
る
が
、
大
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

ー
の
大
部
分
が
反
革
命
の
側
へ
移
行
し
た
現
在
、
革
命
の
権
力
は
、
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
を
基
本
勢
力
と
す
る
、
農
民
・
都
市
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
民
主
主

義
的
独
裁
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
革
命
権
力
の
強
化
の
た
め
に

は
、
国
民
党
を
大
衆
化
し
、
農
業
革
命
を
徹
底
化
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
農
民

を
ひ
き
つ
け
る
と
と
も
に
、
軍
隊
の
革
命
化
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
も
の
で
あ
つ
た
（
文
書
1
）
。
し
た
が
つ
て
、
　
こ
こ
で
は
．
国
民
党
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
　
　
　
（
一
一
一
）



　
　
　
紹
介
と
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評

大
衆
化
に
よ
る
中
共
の
国
民
党
左
派
と
の
提
携
と
、
農
業
革
命
の
遂
行
と
が

矛
盾
し
な
い
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
中
共

五
全
大
会
は
、
こ
の
テ
ー
ゼ
を
承
認
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
大
会
で

中
央
指
導
部
は
、
テ
；
ゼ
と
は
異
る
見
解
を
も
つ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

つ
た
。
す
な
わ
ち
、
諺
平
山
は
、
陳
独
秀
と
ボ
ロ
デ
ィ
ン
と
の
合
意
の
も
と

に
、
「
政
治
的
没
収
」
な
る
政
策
を
主
張
し
、
資
産
の
没
収
の
対
象
を
、
反
革

命
分
子
に
の
み
限
る
こ
と
を
提
案
し
た
．
「
陳
独
秀
は
、
原
則
的
に
は
激
し
い
農

業
綱
領
に
賛
成
し
た
が
、
プ
・
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
支

持
を
保
持
す
る
た
め
に
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
対
し
て
、
い
く
つ
か
の
譲
歩

を
」
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
」
、
と
考
え
て
い
た
た
め
に
、
そ
の
結
果
、
大
・
中

地
主
の
所
有
地
の
没
収
が
不
可
能
と
な
り
、
ま
た
、
張
太
雷
も
同
様
に
、
急
進

的
農
業
綱
領
が
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
敵
対
を
ひ
き
お
こ
す
、
と
い
う
立
場

を
と
つ
て
い
た
（
張
太
雷
の
見
解
に
つ
い
て
は
文
書
U
を
参
照
）
。
さ
ら
に
、

ボ
ロ
デ
ィ
ン
は
、
革
命
運
動
に
お
け
る
国
民
党
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
承
認
し
、
中

共
独
自
の
階
級
的
独
立
性
を
放
棄
し
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
五

全
大
会
で
、
中
共
中
央
指
導
部
は
、
中
・
小
地
主
を
基
盤
に
も
つ
国
民
党
左

派
、
お
よ
び
、
左
派
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
軍
隊
と
の
提
携
を
維
持
す
る
た
め

に
、
土
地
没
収
の
対
象
を
反
革
命
的
大
地
主
に
限
定
し
、
農
業
革
命
の
徹
底
化

を
抑
制
し
、
革
命
運
動
に
お
け
る
、
中
共
“
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
ヘ
ゲ
モ
ニ

ー
を
放
棄
す
る
立
場
を
と
つ
て
い
た
。
し
た
が
つ
て
、
こ
こ
で
は
、
国
民
党
左

派
と
の
提
携
と
農
業
革
命
の
遂
行
と
が
h
矛
盾
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
党
中
央
の
見
解
に
対
し
て
、
ロ
イ
は
、
コ
ミ
ン
テ

ル
ン
の
立
場
か
ら
反
対
の
意
思
を
明
ら
か
に
し
、
テ
ー
ゼ
を
説
明
L
て
い
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
　
　
　
（
一
二
一
）

す
な
わ
ち
、
一
般
的
に
、
「
植
民
地
革
命
は
、
帝
国
主
義
と
土
着
の
ブ
ル
ジ
ョ

ア
ジ
ー
と
の
矛
盾
か
ら
起
る
と
同
時
に
、
そ
れ
は
、
客
観
的
に
は
、
反
封
建
的

勢
力
の
役
割
を
果
し
、
」
「
そ
の
結
果
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
の
性
格
を
獲
得
す

る
。
」
こ
の
よ
う
な
範
疇
に
属
す
る
、
反
帝
・
反
封
建
的
「
中
国
革
命
は
、
現

在
、
中
国
の
資
本
主
義
発
展
に
寄
与
し
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
社
会
主
義
の
成

立
に
通
ず
る
政
治
権
力
確
立
の
方
向
に
動
い
て
い
る
。
」
中
国
「
革
命
の
現
段

階
で
は
、
闘
争
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
あ
る
」
が
、
「
国

民
政
府
は
、
革
命
的
・
民
主
的
諸
階
級
の
政
治
的
・
軍
事
的
機
関
で
あ
り
、
」

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
1
ト
は
、
国
民
党
を
、
こ
れ
ら
諸
階
級
の
「
民
主
的
独
裁
」
の

機
関
に
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
文
書
1
2
）
。
そ
の
た
め
に
は
、
「
共
産
党
の

ま
え
に
は
二
つ
の
道
が
あ
る
．
す
な
わ
ち
、
土
地
に
対
す
る
農
民
の
要
求
を
支

持
す
る
か
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
の
友
好
的
関
係
の
た
め
に
、
農
業
革
命
の

発
展
を
遅
ら
せ
る
か
で
あ
る
、
」
と
ロ
イ
は
述
べ
（
文
書
1
1
）
、
農
業
革
命
の
遂

行
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
農
業
革
命
の
遂
行
と
中
共
の
国
民
党
左
派
と
の
提

携
を
、
矛
盾
す
る
も
の
と
は
考
え
て
い
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お

い
て
、
ロ
イ
の
立
場
は
、
基
本
的
に
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
お
け
る
ス
タ
ー
リ

ン
の
立
場
を
代
表
し
て
い
た
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

ロ
イ
は
、
注
精
衛
の
声
明
に
対
す
る
五
月
四
日
付
の
返
書
の
な
か
で
．
中
国
革

命
の
「
こ
の
非
資
本
主
義
的
発
展
の
時
期
で
は
、
私
有
財
産
の
完
全
な
廃
止
は
、

差
迫
つ
た
行
動
計
画
の
な
か
に
は
ふ
く
ま
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
唯
一
つ
の
階

級
ー
プ
・
レ
タ
リ
ア
ー
ト
ー
が
、
私
有
財
産
廃
止
の
方
向
に
進
む
の
で
あ
る
、

現
段
階
で
は
、
革
命
は
、
諸
階
級
の
連
合
：
－
に
よ
つ
て
指
導
さ
れ
て
い
る
が

ゆ
え
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
私
有
財
産
の
即
時
廃
止
の
綱
領
を
出
す
こ



と
は
で
ぎ
な
い
、
」
と
主
張
し
（
文
書
1
3
）
、
農
業
革
命
に
対
し
て
緩
和
的
態
度

を
示
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
一
九
二
七
年
五
月
十
八
日
－
三
十
日
の
コ
、
・
・
ン

テ
ル
ン
第
八
回
プ
レ
ナ
ム
に
お
け
る
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
態
度
と
無
関
係
で
は
な

か
つ
た
。
し
か
し
、
ロ
イ
が
、
基
本
的
に
は
、
農
業
革
命
の
遂
行
に
よ
る
国
民

党
の
大
衆
化
を
目
ざ
し
て
い
た
こ
と
は
、
否
定
し
え
な
い
事
実
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
態
度
は
．
そ
の
後
の
、
国
民
党
左
派
の
反
共
化
の
過
程

の
な
か
で
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
第
四
章
は
、
中
共
五
全
大
会
の
経
過
を
扱

つ
て
い
る
）
。

　
こ
の
間
に
も
、
湖
南
省
を
中
心
と
す
る
農
民
運
動
は
、
中
共
中
央
の
意
図
を

こ
え
て
急
進
化
し
、
こ
の
こ
と
が
、
中
・
小
地
主
に
基
盤
を
も
つ
、
唐
生
智
摩

下
の
軍
隊
の
将
校
に
動
揺
を
あ
た
え
る
結
果
を
ま
ね
い
た
。
か
く
て
．
五
月
十

八
日
に
、
唐
生
智
魔
下
の
夏
斗
寅
が
武
昌
附
近
で
．
つ
づ
い
て
、
二
十
一
日
に

は
、
許
克
祥
が
長
沙
で
反
共
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
件
は
、
蒋

介
石
に
よ
る
武
漢
の
経
済
封
鎖
と
相
ま
つ
て
、
ま
す
ま
す
、
国
民
党
左
派
の
右

傾
化
を
促
進
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
軍
隊
の
反
共
化
に
対
し
て
、
ボ
ロ
デ
ィ
ン

は
、
軍
隊
の
叛
乱
の
原
因
と
農
民
運
動
の
ゆ
き
す
ぎ
と
を
調
査
す
る
こ
と
を
提

案
し
た
が
、
ロ
イ
は
、
農
民
運
動
の
抑
制
に
つ
な
が
る
こ
の
よ
う
な
処
置
に
は

反
対
で
あ
つ
た
．
五
月
二
十
四
日
付
の
、
中
共
政
治
局
に
対
す
る
提
案
の
な
か

で
、
彼
は
、
武
漢
政
府
内
に
お
け
る
反
共
分
子
の
存
在
に
警
告
を
あ
た
え
つ

つ
、
中
共
五
全
大
会
に
お
け
る
の
農
業
革
命
の
進
展
、
労
働
運
動
の
強
化
、
小

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
革
命
化
の
三
原
則
を
し
め
し
、
基
本
的
に
は
、
「
国
民
党

を
下
層
か
ら
再
建
す
る
」
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
文
書
2
3
）
。
ボ

ロ
デ
ィ
ン
と
対
立
し
て
い
る
間
に
、
ロ
イ
は
、
直
接
モ
ス
コ
ー
ヘ
訴
え
、
六
月

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

一
日
に
は
、
五
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ソ
第
八
回
プ
レ
ナ
ム
の
決
定

に
基
づ
い
た
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
返
書
が
到
着
し
た
。
こ
の
書
簡
は
、
農
業
革
命

遂
行
の
必
要
性
と
、
国
民
党
組
織
の
大
衆
化
を
説
く
と
と
も
に
、
信
頼
て
き
な

い
将
官
を
排
し
、
二
万
人
の
共
産
党
員
と
両
湖
か
ら
選
出
さ
れ
た
五
万
人
の
労

働
者
・
農
民
の
武
装
を
要
求
し
て
い
た
。
し
か
し
．
ボ
官
デ
ィ
ン
は
、
こ
の
ス

タ
ー
リ
ン
・
ロ
イ
の
要
請
に
応
ず
る
こ
と
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
（
第
五
章
）
。

六
月
の
は
じ
め
に
、
・
イ
は
、
こ
の
書
簡
を
注
精
衛
に
示
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
唐
生
智
鷹
下
の
軍
隊
の
反
共
ク
ー
デ
タ
ー
以
来
、
右
傾
化
し
つ
つ
あ
つ

た
国
民
党
左
派
の
傾
向
を
一
層
強
め
、
か
く
て
、
国
民
党
左
派
は
、
七
月
十
五

日
に
「
分
共
会
議
」
を
開
き
、
中
共
と
の
分
裂
を
決
意
す
る
に
い
た
つ
た
の
で

あ
る
（
第
六
章
）
。
こ
の
国
民
党
左
派
の
反
共
化
の
過
程
で
、
中
共
政
冶
局
は
、

陳
独
秀
の
名
で
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
電
報
を
送
り
、
土
地
没
収
の
緩
和
、
農
民
の

「
行
き
過
ぎ
」
の
抑
制
を
求
め
た
　
（
文
書
2
9
V
．
し
か
し
、
　
・
イ
は
、
一
貫
し

て
党
中
央
の
妥
協
的
態
度
に
反
対
す
る
立
場
を
と
り
、
六
月
二
十
四
日
に
、
第

四
回
中
華
全
国
総
工
会
の
席
上
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
す
で
に
革
命
か
ら
脱

落
し
、
革
命
の
責
任
が
プ
・
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
か
か
つ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

つ
つ
、
「
農
業
革
命
の
進
展
、
す
な
わ
ち
、
地
主
、
郷
紳
、
お
よ
び
あ
ら
ゆ
る

反
動
的
階
層
に
対
す
る
農
民
の
闘
争
の
進
展
が
、
民
族
革
命
の
結
果
を
成
功
に

み
ち
び
く
唯
一
の
保
障
で
あ
る
、
」
と
主
張
し
て
、
農
業
革
命
の
遂
行
に
よ
る
革

命
権
力
の
強
化
を
説
い
た
の
で
あ
る
（
文
書
3
4
）
。
か
く
て
、
　
ロ
イ
は
、
国
共

合
作
の
な
か
で
、
一
貫
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
も
と
に

お
け
る
農
業
革
命
の
遂
行
、
国
民
党
左
派
の
革
命
化
“
大
衆
化
を
意
図
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
．
そ
し
て
、
こ
の
立
場
は
、
基
本
的
に
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三
　
　
　
（
一
一
三
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

に
お
け
る
ス
タ
ー
リ
ン
の
立
場
に
通
じ
る
も
の
で
あ
つ
た
、
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
分
析
を
通
し
て
、
著
者
は
、
つ
ぎ
の
三
つ
の
結
論
を
得
た
。
す
な
わ

ち
、
ま
ず
は
じ
め
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
と
ロ
イ
は
、
一
貫
し
て
、
武
漢
政
府
内
の

「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
」
指
導
層
の
意
図
を
誤
算
し
て
お
り
、
涯
精
衛
を
は
じ
め

と
す
る
国
民
党
左
派
分
子
、
お
よ
び
、
い
わ
ゆ
る
　
「
左
派
の
軍
人
」
に
対
す

る
、
中
共
の
統
制
力
を
過
大
評
価
し
て
い
た
こ
と
で
あ
つ
た
。
第
二
は
、
農
業

革
命
を
抑
制
し
、
国
民
党
左
派
に
対
し
て
妥
協
的
態
度
を
と
る
こ
と
に
よ
つ

て
、
武
漢
政
府
の
分
裂
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
ボ
ロ
デ
ィ
ン
と
、
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
も
と
に
、
農
業
革
命
を
徹
底
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

農
民
を
武
漢
政
府
に
ひ
き
つ
け
、
ひ
い
て
は
、
武
漢
政
府
、
お
よ
び
政
府
内
に

お
け
る
中
共
の
立
場
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
ロ
イ
と
の
対
立
が
、
中
共
の
運
動

そ
の
も
の
を
混
乱
に
お
と
し
い
れ
た
こ
と
で
あ
つ
た
。
最
後
に
、
一
方
で
国
民

党
を
支
持
し
な
が
ら
、
他
方
で
農
業
革
命
を
遂
行
し
よ
う
と
す
る
コ
、
・
・
ン
テ
ル

ン
の
政
策
は
、
そ
れ
自
体
の
な
か
に
互
に
相
容
れ
な
い
要
素
を
も
つ
て
い
た
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
く
て
、
武
漢
政
府
の
崩
壊
の
の
ち
、
ロ
イ
は
、
七
月

末
に
中
国
を
去
り
、
翌
一
九
二
八
年
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
九
回
プ
レ
ナ
ム
で
失

脚
し
た
の
で
あ
る
．
そ
こ
で
、
最
後
に
、
本
書
の
も
つ
意
義
と
問
題
点
を
検
討

す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

三

　
ま
ず
は
じ
め
に
、
本
書
は
、
武
漢
政
府
に
お
け
る
冒
イ
の
中
共
中
央
に
対
す

る
関
係
を
、
ス
タ
ー
リ
ン
・
・
イ
対
ボ
冒
デ
ィ
ン
・
陳
独
秀
と
の
対
立
、
換
一
一
一
、
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
　
　
　
（
一
一
四
）

す
れ
ば
、
農
業
革
命
に
基
礎
を
お
く
「
下
か
ら
の
革
命
」
と
、
国
民
党
左
派
と

の
妥
協
に
よ
る
「
上
か
ら
の
革
命
」
と
の
対
立
と
し
て
、
明
ら
か
に
し
て
い
る

点
に
重
要
な
価
値
を
も
つ
て
い
る
、
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
来
の
こ

の
時
期
に
か
ん
す
る
研
究
で
は
、
中
共
中
央
お
よ
び
コ
ミ
ソ
テ
ル
ソ
と
ロ
イ
の

と
つ
て
い
た
立
場
と
の
関
係
は
、
か
な
ら
ず
し
も
明
確
で
な
か
つ
た
が
、
こ

れ
ら
の
文
書
が
発
掘
さ
れ
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
ロ
イ
の
立
場
が
、
こ
の
時
期
の

個
々
の
事
件
に
即
し
て
、
よ
り
体
系
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
書

の
も
つ
第
二
の
意
義
は
、
ロ
イ
の
立
場
の
明
確
化
に
よ
つ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、

中
共
五
全
大
会
に
か
ん
す
る
資
料
の
発
見
で
あ
る
。
今
日
ま
で
．
中
共
五
全
大

会
の
討
議
内
容
を
伝
え
る
直
接
的
資
料
は
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
文
書
が
明
る
み
に
出
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
ロ
イ
の
見

解
を
濾
過
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
限
界
は
あ
る
に
し
て
も
、
五
全
大
会
に
お

け
る
、
ロ
イ
と
陳
独
秀
・
ボ
ロ
デ
ィ
ン
・
謹
平
山
ら
の
中
共
中
央
指
導
部
と
の

見
解
の
対
立
が
、
第
一
に
指
摘
し
た
、
「
下
か
ら
の
革
命
」
と
「
上
か
ら
の
革

命
」
と
の
対
立
と
い
う
論
理
の
も
と
に
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
、
本
書
の
も
つ
こ
れ
ら
の
功
績
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
に
は
、
つ
ぎ
の
諸

点
に
間
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
の
点
は
、
・
イ
の
立

場
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
も
と
に
農
業
革
命
を
徹
底
化

し
、
こ
の
労
農
大
衆
の
基
盤
の
5
え
に
武
漢
政
府
を
強
化
し
て
い
こ
う
と
す
る

か
ぎ
り
で
は
、
基
本
的
に
は
、
農
民
運
動
を
実
際
に
指
導
し
て
い
た
、
毛
沢

東
・
彰
涛
ら
の
立
場
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
著
者

は
、
・
イ
と
こ
れ
ら
農
民
運
動
指
導
者
と
の
実
際
的
・
理
論
的
関
係
に
ほ
と
ん

ど
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
て
あ
る
。
・
イ
と
農
民
運
動
指
導
老
と
の
あ
い
だ



に
．
実
際
上
の
接
触
が
あ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
な
か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
ひ

も
し
接
触
が
あ
つ
た
と
す
れ
ば
、
・
イ
の
見
解
が
実
際
の
農
民
運
動
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
あ
た
え
、
ま
た
彼
は
、
そ
れ
ら
の
運
動
か
ら
な
に
を
吸
収
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
ロ
イ
の
吸
収
し
た
も
の
が
、
党
中
央
と
の
関

係
に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
、
ロ
イ
と
こ
れ
ら
農
民

運
動
指
導
者
と
の
あ
い
だ
に
、
直
接
的
接
触
が
な
か
つ
た
と
し
て
も
、
こ
の
ロ

イ
の
理
論
的
立
場
は
、
現
実
の
農
民
運
動
と
の
関
係
で
、
ど
の
よ
5
な
意
味
を

も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
著
者
は
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
ふ
れ
る
こ
と
な
く
、
結

論
の
第
三
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
．
当
時
の
国
民
党
左
派
の
反
共
的
意
図
、
お
よ

び
、
左
派
と
中
共
と
の
力
関
係
か
ら
判
断
し
て
、
農
民
運
動
の
徹
底
化
に
よ

る
、
武
漢
政
府
の
強
化
と
い
う
「
下
か
ら
の
革
命
」
の
政
策
が
、
国
民
党
左
派

と
の
提
携
と
矛
盾
す
る
、
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
著
者
は
、
「
下
か
ら

の
革
命
」
の
可
能
性
を
検
討
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
可
能
性
を
否
定
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
問
題
と
な
る
の
は
．
第
一
の
問
題
点
と
の
関
連
に
お
い

て
、
著
者
は
、
ロ
イ
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
も
、
ロ
イ
が
こ
の
よ
う
な

見
解
を
も
つ
て
、
実
際
の
中
共
の
政
策
決
定
に
い
か
な
る
か
た
ち
で
参
加
し
、

い
か
な
る
影
響
を
あ
た
え
た
か
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
問
題
は
、
著
者
が
本
書
の
冒
頭
で
、
「
わ
れ
わ
れ
の
意
図
は
．
単

一
の
論
文
を
提
供
す
る
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
ロ
イ
が
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
提

出
し
た
報
告
を
中
心
と
し
た
資
料
集
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
、
」
と
述
べ
て
い

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
や
む
を
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
に
し
て
も
、
ま
こ
と
に

残
念
と
い
う
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
る
。
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